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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一部材でできたハンドル（１２）の長手方向（Ｘ-Ｘ）の前端部に位置されたヘッド
（１４）を具備し、
　このヘッド（１４）は、上面（１６）に可撓性のブラシ部材（２０）を有し、ハンドル
（１２）に沿う途中に一端が枢支されたアーム（３０）を備え、このアームは、ブラシ部
材（２０）のための保護カバー（３６）を自由他端部に有しており、
　前記枢支されたアーム（３０）は、カバー（３６）がブラシ部材（２０）を覆い、前記
ハンドル（１２）の前部（２６）近くの前方の保護位置（Ｐａｖ）と、ハンドル（１２）
の後部（２８）近くの後方のグリップ位置（Ｐａｒ）とをとることが可能であり、
　前記アーム（３０）のおおよその厚さは、アーム（３０）がグリップ位置（Ｐａｒ）に
ある時、ハンドル（１２）のグリップ面が厚くなるように、ハンドル（１２）の後部（２
８）の長手方向面（２２）から突出した外形を形成するようにアームの枢支端（３４）か
ら前記カバー（３６）に向かって徐々に厚さが増す、歯ブラシにおいて、
　前記ハンドル（１２）のアーム（３０）の枢支端（３４）は、前記ヘッド（１４）の上
面により規定された長手方向の面（Ｐ１）に対してほぼ直角な第１の軸（Ａ１）を中心と
する第１の回動と、この第１の回動軸（Ａ１）に対してほぼ直角をなした第２の軸（Ａ２
）を中心とする第２の回動とを含む少なくとも２つの異なる回動をアーム（３０）が描く
ことを可能にするようにデザインされていることを特徴とする歯ブラシ。
【請求項２】
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　前記アーム（３０）は、ボール型の接続部（３４）により、ハンドル（１２）の上部（
２２）に枢支されていることを特徴とする請求項１に記載の歯ブラシ（１０）。
【請求項３】
　前記アーム（３０）の前記接続部（３４）は、ボール（３８）を有し、このボール（３
８）は、ハンドル（１２）の上部（２２）に形成された相補的な形の凹部（４０）の中に
圧力によりはめ込まれていることを特徴とする請求項２に記載の歯ブラシ。
【請求項４】
　前記ボール（３８）は、前記アーム（３０）及び前記カバー（３６）と、単一部材とし
てモールド成形により、一体的であることを特徴とする請求項３に記載の歯ブラシ。
【請求項５】
　前記アーム（３０）は、相補形の弾性装着方法により、少なくともアームの保護位置（
Ｐａｖ）にアーム（３０）をロックする手段（４８）を有することを特徴とする請求項１
ないし４のいずれか１に記載の歯ブラシ。
【請求項６】
　前記アーム（３０）は、２つの細長いウィング（５０、５２）を有し、このアーム（３
０）が前記保護位置（Ｐａｖ）又は前記グリップ位置（Ｐａｒ）にある時、これらのウィ
ング（５０、５２）は、ハンドル（１２）の両側の下方にほぼ垂直に延びており、またこ
れらのウィングの各々は、内部面（５４、５６）で、前記ハンドル（１２）に面している
側面（６６、６８）の相補的なリリーフ（６２、６４）と連結するようにデザインされた
突起（５８、６０）を有しており、当該の保護位置（Ｐａｖ）又はグリップ位置（Ｐａｒ
）で前記アーム（３０）をロックすることを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１に
記載の歯ブラシ。
【請求項７】
　前記アーム（３０）は、前記保護位置（Ｐａｖ）にある時、カバー（３６）により前記
ブラシ部材（２０）が押しつぶされないように、前記ハンドル（１２）の上部（２２）に
向けて延びるストップ部材（７０）を有していることを特徴とする請求項１ないし６のい
ずれか１に記載の歯ブラシ。
【請求項８】
　前記可撓性のブラシ部材（２０）は、ブラシフィラメント又は剛毛により形成されてお
り、またこのフィラメント（２０）の高さが、前記ヘッド（１４）の長手方向の両端から
、ヘッド（１４）の上面（１６）にほぼ直交した細長い中央平面（Ｐ２）に向かうのに従
って高くなっていることを特徴とする請求項１ないし７のいずれか１に記載の歯ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯ブラシに関する。
【０００２】
　本発明は、単一部材でできたハンドルの長手方向の前端部に位置されたヘッドを備えて
いる歯ブラシに特に関する。前記ヘッドは、上面に可撓性のブラシ部材を有し、ハンドル
の中途に一端が枢支されているアームを備え、ブラシ部材のための保護カバーを備えた自
由他端部に規定されている。
【０００３】
　前記枢支されたアームは、カバーがブラシ部材を覆い、ハンドルの前部に隣接する前方
保護位置と、ハンドルの後部に隣接する後方グリップ位置とをとることが可能である。
【０００４】
　このアームの全体を通した厚さは、ハンドルのグリップ面が分厚くなるという効果によ
り、アームがグリップ位置にある時、ハンドルの後部の長手方向面から突出して外形を形
成するようにアームの枢支端から前記カバーへ徐々に厚さが増している。
【０００５】
　定義すると、歯ブラシの“ヘッド”とは、剛毛のような可撓性のブラシ部材を支持し、
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歯ブラシを揺動したりグリップするためのハンドルの自由他端部に位置されている全体に
渡る先端部分を言及している。
【背景技術】
【０００６】
　多くの歯ブラシのモデルが、携帯を容易にするように折りたたみ可能であることはすで
に知られており、時には旅行用歯ブラシと呼ばれている。このタイプの歯ブラシの主要な
目的は、折りたたんでいない状態で歯ブラシの一般的な使用を可能にし、折りたたんだ状
態でできるだけコンパクトにすることである。一般的に、これらの歯ブラシはまた、折り
たたんだ状態で携帯する間、可撓性のブラシ部材を保護するための手段も有している。
【０００７】
　このタイプの歯ブラシは、公知文献ＦＲ-Ａ-２６１５３７２に開示されている。
【０００８】
　この歯ブラシは、自由端部にブラシヘッドが位置されているハンドルと、２つの折りた
たんだ部分をまとめるケースとを有している。
【０００９】
　このハンドルは、ほぼ垂直な軸を中心としてケースの第１の枢支端で回動するように設
けられている。
【００１０】
　折りたたんだ状態では、ハンドルと第１のケースの部分とは長手方向に一列に並び、こ
のケースはハンドルが折りたたんだ状態から折りたたんでいない状態に移る時及びその逆
の時、ブラシ用フィラメントをケースの横を通過可能なように長手方向の横壁に隙間を残
す間、ヘッドの部分を覆う。
【００１１】
　この歯ブラシはまた、垂直な回動軸に対向する第１のケース部の一端で、水平な横軸を
中心として枢支されている第２のケース部を備えている。
【００１２】
　折りたたんだ状態では、この第２のケース部は、この位置で可撓性のブラシ部材を完全
に保護するように前記開口を閉じたり、前記第１のケースを覆ったりする。
【００１３】
　前記歯ブラシを折りたたまない使用状態では、それゆえ、開口を覆わないように横軸の
枢支を中心として第２のケース部をまず回動させる必要がある。するとハンドルは、ブラ
シ用フィラメントが開口を通過するようにハンドルの縦軸を中心として半回動される。最
後に、第２のケース部は、ブラシ位置でハンドルをロックするように第２のケース部のも
との位置に回動される。
【００１４】
　このタイプの歯ブラシの１つの効果は、相対的に大きなグリップ面を持っているので、
動かしやすく、歯磨き中の姿勢を改善する。
【００１５】
　しかし、このタイプの歯ブラシは、いくつかの欠点を有している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　このタイプの歯ブラシは、ブラシ部分が組み立てを必要とする少なくとも３つの異なる
部材で構成されているため組み立てるのが相対的に困難である。
【００１７】
 ２つのケース部の枢支は、完成させるのに難しく、壊れやすい。このブラシが使用され
ている時、もしこれらの枢支手段が弾性装着方法により形成されているならば、第２のケ
ース部はこのケース部の分解、又は枢支手段の破損のために第１のケース部から簡単に取
り外される。それゆえ、ブラシを使用することはもはや出来なかったり、第２のケース部
を紛失する危険がある。
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【００１８】
　しかし、正確に歯ブラシを使用可能にするためには、ブラシ部でハンドルをロックする
ことと、ブラシ用フィラメントの完全な保護を保証することとの両方に機能する２つのケ
ース部を備える必要がある。
【００１９】
　その結果、第２のケース部の紛失は、歯ブラシの実質的な使用を不可能にする。
【００２０】
　さらに、歯磨き中、使用者はケースで歯ブラシを握る。それゆえケース内のハンドルの
枢支された一端を備えるという特性は、ブラシの質と歯ブラシの全体に渡る硬さに大変効
果がある。
【００２１】
　特に、ハンドルとケースとの間の結合部で突出しているプレー（Ｐｌａｙ）は、使用を
妨げる。
【００２２】
　他のタイプの歯ブラシは、公開文献ＷＯ-Ａ-９０/１２５２２により開示されている。
この文献によると、この歯ブラシは、ヘッドを有する単一部材でなされ、この単一部材の
上面で細長い溝を有するハンドルを備えている。長手方向の回動アームは、一端で、細長
い溝に沿う中途で水平な横軸を中心として回動するように備えられ、長手方向の他端には
、保護カバーが備えられている。
【００２３】
　回動アームが保護位置にある時、このアームは、溝の前部内で長手方向に置かれ、前記
カバーはブラシヘッドのブラシフィラメントを覆う。
【００２４】
　回動アームが、ブラシ位置にある時、このアームは、溝の後部内で長手方向に置かれ、
保護カバーはハンドルの後部で長手方向に延びている。
【００２５】
　第２の公開文献の歯ブラシは、第１の公開文献の歯ブラシとは異なり、２つの部分だけ
で構成されているため、より簡単なデザインになっている。さらにこの歯ブラシは、ハン
ドルの残り部分でグリップ面を形成するのではないため枢支されているアームなしで使用
される。
【００２６】
　しかし、歯磨き中、歯ブラシをグリップするための面は、第１の文献の歯ブラシに対し
て相対的に小さい。この小さなグリップ面は特に、使用者がブラシを揺動させたい時は不
便である。
【００２７】
　スティルマン技法（Stillman technique）とも呼ばれるこのブラシ手段とこれとは異な
る手法とによると、使用者は、ヘッドの縦軸を歯列弓に対し一般的に平行に置く運動と、
歯茎で始動し歯の先端まで磨きつづけるようにヘッドが揺動と平行移動とを描く運動とを
歯ブラシに与える。　本発明の目的は、歯磨き中、相対的に大きなグリップ面を有し、簡
単なデザインであるゆえ、経済的かつ新規性のある歯ブラシを提供することにより、これ
らの欠点を克服することである。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　本発明の目的は、単一部材でできたハンドルの長手方向の前端部に位置されたヘッドを
備えている歯ブラシを提供することである。前記ヘッドは、上面に可撓性のブラシ部材を
有し、ハンドルの中途に一端が枢支されているアームを備え、ブラシ部材のための保護カ
バーを備えた自由他端部に規定されている。
【００２９】
　前記枢支されたアームは、カバーがブラシ部材を覆い、ハンドルの前部近くの前方保護
位置と、ハンドルの後部近くの後方グリップ位置とをとることが可能である。
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【００３０】
　このアームの全体を通した厚さは、アームがグリップ位置にある時、ハンドルのグリッ
プ面が厚くなるように、ハンドルの後部の長手方向面から突出した外形を形成するように
アームの枢支端から前記カバーに向かって徐々に増している。
【００３１】
 ハンドルのアームの枢支は、アームが少なくとも２つの異なる回動、すなわち、
前記ヘッドの上面により規定された長手方向の面に対してほぼ直角な第１の幾何学的な軸
を中心とした第１の回動と、この第１の回動軸に対してほぼ直角な第２の幾何学的な軸を
中心とする第２の回動とを描くことを可能にするようデザインされている。
【００３２】
　本発明の他の特徴は、
 アームがボールタイプの接続部によりハンドルの上部で枢支されていること、
 アームの枢支端が、ハンドルの上部に形成された相補形の凹部の中に圧力によりはめ込
まれているボールを備えていること、
 このボールは、前記アーム及び前記カバーと、一体的なモールド成形により、一体的で
あること、
 前記アームは、相補形の弾性装着方法により、アームをロックする手段を有しているこ
と、
 前記アームは、２つの細長いウィングを有し、このアームが前記保護位置又は前記グリ
ップ位置にある時、これらのウィングは、ハンドルの両端に垂直下方に延びており、また
これらのウィングの各々は、内部面で、前記ハンドルに面している側面の相補的なリリー
フと連結するようにデザインされた突起を有し、当該の位置で前記アームをロックするこ
と、
 前記可撓性のブラシ部材は、ブラシフィラメント又は剛毛により形成されており、また
このフィラメントの高さが、前記ヘッドの長手方向の両端から、ヘッドの上面にほぼ直交
した細長い中央平面に向かうのに従って高くなることである。
【００３３】
　 本発明の他の特徴及び効果は、添付図面に関する下記の詳細な説明を読む必要がある
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　図１、２は、本発明の教示に従って形成された歯ブラシ１０を示している。
【００３５】
　この歯ブラシ１０は、一般的に縦軸（Ｘ-Ｘ）に沿って向けられている操作ハンドル１
２とグリップとを備えている。
【００３６】
　以下の説明では、長手方向の軸Ｘ－Ｘに沿う下部の方向付けに使用され、この方向付け
は、図１及び２の左右方向に対応しており、いずれの限定を意味するものではない。
【００３７】
　使用には、垂直の方向付けをなし、この方向付けは、図２の上方向に対応しており、い
ずれの限定を意味するものではない。
【００３８】
　部材は、一般的に縦軸Ｘ－Ｘに対して直角の面を含む横軸のように考えられる。
【００３９】
　一実施の形態では、ハンドル１２は、単一部材としてモールド成形により形成された一
体部である。
【００４０】
 このハンドル１２の前方自由端部に、歯ブラシ１０はブラシヘッド１４を備えている。
【００４１】
　このヘッド１４は、図１の面に含まれた細長い面Ｐ１内でプレート形をなしており、２
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つの対向する面を規定している。これら２つの対向する面は、相対的にほぼ平行で、図２
の垂直方向を参照して、上面１６と下面１８として示されている。
【００４２】
　歯ブラシ１０のトップとボトムは、歯ブラシを上面１６の側方からとヘッド１４の下面
１８の側方からとから見られるのに応じて任意に規定されている。
【００４３】
　この場合、上面１６は、可撓性のブラシ部材２０を備えたヘッド１４の面である。
【００４４】
　歯を磨くためのフィラメント２０は、例えばポリアミド又はポリエチレンのような熱可
塑性物質で形成されているが、自然の剛毛又は他の類似した部材で形成されても良い。
【００４５】
　この場合、歯ブラシ１０は、垂直で縦軸Ｘ－Ｘを含む対称面Ｐ２を有する。
【００４６】
　フィラメント２０は、例えば屋根型、すなわちフィラメント２０の高さがヘッド１４の
縦長な各側面の端からブラシ１０の対称面Ｐ２に向かうのに従って高くなるようにカット
されている。
【００４７】
　以下の説明では、一般的に上方及び下方へ向けられているハンドル１２の細長い部分が
長手方向の上面２２及び長手方向の下面２４とそれぞれ呼ばれている。
【００４８】
　　ハンドル１２の前部２６と後部２８とは、それぞれ規定されている。
【００４９】
　　歯ブラシ１０はアーム３０を備え、このアーム３０は、ハンドル１２の長手方向の上
面２２に沿う長手方向の中途３２で一端が枢支され、枢支３４から離れ及びブラシフィラ
メント２０のための保護カバー３６を有し枢支３４から離れた自由他端部を有している。
【００５０】
　枢支されたアーム３０は、このアームがハンドル１２の前部２６の長手方向の上面２２
近くにあり、そしてカバー３６が外部環境からブラシ部材２０を保護するようにブラシ部
材２０を覆っている、図１と２に示されている前方保護位置Ｐａｖをとる。
【００５１】
　枢支されたアーム３０は、このアームがハンドル１２の後部２８の長手方向の上面２２
近くにある、図６と７に示されている後方グリップ位置Ｐａｒをとる。
【００５２】
　図２、４、７、９において、枢支されたアーム３０のみが、断面図で示されている。
【００５３】
　アーム３０の全体を通した厚さは、このアームがグリップ位置Ｐａｒにある時、図７に
見られるようにハンドル１２の後部２８の長手方向上面２２から突出している外形を形成
するように、アームの枢支３４からカバー３６に向けて徐々に増している。
【００５４】
　この位置（Ｐａｒ）では、アーム３０は、ハンドル１２のグリップ面で厚みを増し、そ
のため、特にブラシを揺動させる時、使用者が歯ブラシ１０を動かしやすいようにする。
【００５５】
　本発明の一実施の形態に従って、ハンドル１２のアーム３０の枢支３４は、ボールタイ
プの枢支である。この枢支３４の詳細図は、図９に示されている。
【００５６】
　アーム３０が保護位置Ｐａｖに示されているこの図では、アームは、このアーム３０の
枢支部３４が、この場合、アーム３０と一体化しているボール３８を備えていることが分
かる。
【００５７】
 この場合、凹部４０は、円錐形の上部４２とほぼ縦軸の下部４４とを備えている分かり
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にくい形状の穴を有している。
【００５８】
 前記上部４２は、上部の直径が上軸端４６までトップに向けてわずかに狭くなるように
多少円錐形になっている。この軸端は、ボール３８の最大直径Ｄ２よりわずかに小さい円
形の縁の直径Ｄ１を規定している。それによりボール３８は、一度弾性装着された凹部４
０内にとどめ置かれている。
【００５９】
　この場合、下部４４は円錐形で、この下部の直径は下方向で小さくなる。
【００６０】
　有利にも、アーム３０は、使用者が保護位置Ｐａｖとグリップ位置Ｐａｒとでアーム３
０をロック可能なように相補形の弾性装着方法によりロックする手段４８も備えている。
【００６１】
　この目的のためにアーム３０は、２つの細長いウィング５０、５２を有し、アーム３０
が保護位置Ｐａｖ又はグリップ位置Ｐａｒにある時、このアームはハンドル１２の両側の
下方にほぼ垂直に延びている。
【００６２】
　特に図８に見られるように、またこれらのウィングの各々は、内部面５４、５６で、す
なわち前記ハンドル１２に面している長手方向の側面６６、６８により支持された相補的
なリリーフ６２、６４と連結するようにデザインされた突起５８、６０を有しており、当
該の位置Ｐａｖ、Ｐａｒで前記アーム３０をロックする。
【００６３】
　歯ブラシ１０のモールド成形で形成された結合部は、ハンドル１２の上部と下部との間
の網掛けをひっくり返すことにより図８で実施されている。
【００６４】
　この場合、ハンドル１２の長手方向の側面６６、６８でリリーフ６２、６４を形成する
のは前記結合部である。この場合、リリーフ６２、６４は、細長い突起の外形内にある。
【００６５】
　アーム３０は、好ましくは、停止部材７０も有し、アーム３０が保護位置Ｐａｖにある
時、ブラシ部材がカバー３６により押しつぶされないように、ハンドル１２の前部２６の
上面２２に向けて延びている。
【００６６】
　停止部材７０は、この場合、アーム３０が保護位置Ｐａｖにある時、ハンドル１２の前
部２６の上面２２で静止している保護カバー３６の後方の横壁により形成されている。
【００６７】
　カバー３６は、前方の横壁７２と、２つの側壁７４及び７６と、後方の横壁７０とによ
り規定されている。
【００６８】
　有利にも、カバー３６の側壁７４及び７６は、アーム３０がグリップ位置Ｐａｒにある
時、幅の広いグリップ面を形成するように、アーム３０に沿い、ボール３８に向けて長手
方向に延びている。
【００６９】
　ここで説明されている実施の形態では、側壁７４及び７６は、細長いウィング５０、５
２を形成するまで枢支３４に向けて延びている。
【００７０】
　有利にも、アーム３０とカバー３６とボール３８と細長いウィング５０及び５２とは、
単一部材のようにモールド成形により、一体化されている。
【００７１】
　本発明に従った歯ブラシ１０がどのように使用されるかを以下に説明する。
【００７２】
　歯ブラシ１０を携帯する必要のある時、又は歯ブラシ１０が使用されていない時、保護
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カバー３６がブラシフィラメント２０を完全に覆い、ブラシ部材を外部環境から守るよう
に、アーム３０は保護位置Ｐａｖに位置されている。
【００７３】
　後方の横壁７０は、ハンドル１２の上面２２で静止し、従って保護カバー３６が、下向
きに回動し、ブラシ部材２０を押しつぶすことを妨げている。
【００７４】
　細長いウィング５０及び５２は、アーム３０が不測に上向きに回動するのを妨げるよう
に、保護位置Ｐａｖでアーム３０をロックしているリリーフ６２及び６４に渡って装着さ
れている。
【００７５】
　使用者が歯ブラシ１０を使用したい時、使用者は、枢支されているアーム３０を掴み、
枢支３４の効果、すなわちハンドル１２から細長いウィング５０及び５２を離すように、
図３、４に示された第１の幾何学的な軸Ａ１を中心として第1の工程ではアームを上向き
に回動させる。この第1の幾何学的な軸Ａ１は、ほぼ横方向に水平に延ばして、一般的に
ボール３８の中心を通過している。
【００７６】
　第１の工程では、図３と４が示すように、アーム３０が、一般的に長手方向の軸Ｘ－Ｘ
に対しておおよそ４５°の上方角度をなしている第１の中間位置Ｐｉ１で回動する。
【００７７】
　第１の中間位置Ｐｉ１は、一般的に第１の位置に対応している。第１の幾何学的な軸Ａ
１を中心として回動した後、細長いウィング５０及び５２は、ハンドル１２から離れ、す
なわち、図４に示されているようにハンドル１２の長手方向上面２２の上方へ上がる。
【００７８】
　第１の中間位置Ｐｉ１では、フィラメントが第２の工程でアーム３０の回動を妨げない
ように、ふた３６がフィラメント２０から上方へ離される必要もある。
【００７９】
　第２の工程では、第１の中間位置Ｐｉ１から始まり、使用者は、第２の幾何学的な軸Ａ
２を中心として半時計回り、又は時計回りにアーム３０を半回動させる。この幾何学的な
軸Ａ２は、ボール３８にたいしてほぼ垂直で、一般的にボール３８の中心を通過する。
【００８０】
　この第２の工程の最後に、アーム３０は、（図に示されていない）第２の中間位置Ｐｉ
２にある。この第２の中間位置Ｐｉ２は、枢支３４を通過している直交面に対して、第１
の中間位置Ｐｉ１とほぼ左右対称である。アーム３０は、枢支３４から後方へ、ハンドル
１２の細長いアラインメント（alignment）Ｘ－Ｘに置かれている。
【００８１】
　必要とされていることは、第３の工程で、第１の幾何学的な軸Ａ１を中心としてアーム
３０を下方に回動させると、アーム３０は、図６及び７で示されているように、グリップ
位置Ｐａｒをとる。
【００８２】
　使用者は、アーム３０の保護位置Ｐａｒで、広いグリップ面、すなわちハンドル１２に
より提供されたより広い面を有する。この広いグリップ面は、使用者に楽にローリングブ
ラシを揺動するように、比較的困難だったブラシの揺動を可能にしている。
【００８３】
　使用者が歯ブラシ１０を使用し終わった時、使用者は、逆の順序で上記の３つの工程を
繰り返すことによりもう一度、保護位置Ｐａｖにアーム３０を位置する。
【００８４】
　示されていない異形の実施形態によると、枢支３４のボール３８は、少なくとも第１の
回動軸Ａ１と第２の回動軸Ａ２とを中心として、アーム３０と同じ回動移動を可能にする
ように、他種の枢支で置き換えられる。
【００８５】
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　ボール３８は、例えば、ハンドルにアーム３０の枢支３４の端を結びつけるように、自
然又は合成のプラスチックで出来た変形可能な部材で置き換え可能である。
【００８６】
　歯ブラシ１０の幾何学的な形は、シンプルで、既知の方法によるモールド成形により形
成することを容易にする。
【００８７】
　さらに、本発明に従った歯ブラシ１０は、もし枢支されたアーム３０が分解又は損傷し
ても、使用される。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】保護位置で描かれ、本発明の教示に従い形成された枢支アームを備えている歯ブ
ラシを図式的に示している平面図である。
【図２】枢支されたアームが前記保護位置と同じである図１の歯ブラシを図式的に示して
おり、断面２－２に沿う部分的な縦断面の側面図である。
【図３】図１の歯ブラシと類似した図であり、第１の中間位置にある歯ブラシを示してい
る。
【図４】図２の歯ブラシに類似した図であり、図３の歯ブラシのように同じ位置にある歯
ブラシを示している。
【図５】図１の歯ブラシに類似した図であり、幾何学的な軸Ａ２を中心として後方に回動
している歯ブラシを示している。
【図６】図１の歯ブラシに類似した図であり、グリップ位置に枢支されたアームを有して
いる歯ブラシを示している。
【図７】図２の歯ブラシに類似した図であり、グリップ位置に枢支されたアームを有して
いる歯ブラシを示している。
【図８】部分的な水面８－８に沿った断面図であり、枢支されたアームの細長いウィング
がどのように歯ブラシのハンドルに取付けられているかを図式的に示している。
【図９】図２に示されているような歯ブラシの枢支されたアームの部分的な拡大断面図。
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